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な二次的自然（芹沢 1997）は，人里に近いところに多くみられていた（深町 2000，Kamada 
and Nakagoshi 1997，鎌田・曽宮 1995）． 
 ブナなどによって構成される極相林は，集落から比較的離れたところにみられる
































































































































































































千代田，豊平，大朝，芸北の旧 4 町が合併して誕生した．面積は 646.24km2（旧千代田町
171.45km2，旧豊平町 130.66km2，旧大朝町 90.50 km2，旧芸北町 253.63km2），2010年現


























































図 4 北広島町と旧芸北町における人口の推移 
（広島県の国勢調査結果（http://toukei.pref.hiroshima.lg.jp/index.html）より筆者作成） 
 









change.html）．それぞれの村は，1889 年に行われた明治 22 年の大合併によって誕生して
いる．中野村は大利原，南門原，奥原，才乙，草安，奥中原，苅屋形，土橋，細見，川小田
の旧村が合併したことによって誕生した．雄鹿原村は，政所，中祖，雲耕，宮地，橋山，荒





旧芸北町には 2014年 7月現在，1,010世帯が居住している．中野地区には 381世帯が居
住している．中野地区は，上述した 11 旧村に板村を加えた 12 集落によって構成される．
それぞれの集落には，大利原 11 世帯，南門原 13世帯，奥原 28世帯，才乙 49世帯，草安
24世帯，奥中原 22世帯，苅屋形 18世帯，土橋 23世帯，細見 80世帯，川小田 85世帯，
板村 28世帯が居住している． 
雄鹿原地区は，上述の政所，中祖，雲耕，橋山，荒神原に加え，亀山，大元，吉見坂，空
城の 4 集落によって構成されている．雄鹿原地区には 205 世帯が居住しており，その内訳
は政所 18世帯，中祖 48世帯，雲耕 27世帯，橋山 10世帯，荒神原 49世帯，亀山 31世帯，
大元 13世帯，吉見坂 5世帯，空城 4世帯となっている． 
美和地区は，中野地区に次いで居住世帯数が多い地区である．集落は溝口，高野，米沢，
大暮，移原，小原のほかに，枕，大谷がある．それぞれには，溝口 68世帯，高野 24世帯，




る．それぞれの班は，「上 1班」「下 1班」のように呼ばれている．上 1班には 19世帯，上
2班には 21世帯，上 3班には 18世帯，上 4班には 18世帯，上 5班には 13世帯が居住し
ている．下に関しては，下 1班に 34世帯，下 3班に 20世帯，下 4班に 11世帯が居住して
おり，八幡地区には合計で 154 世帯が居住している．以前は下 2 班，下 5 班があったが，
少子高齢化により，単独では集落を維持することが困難となったため，下 2班は下 1班に，





































































 本論文の構成を以下に示す（図 6）． 
 序章では，研究背景と目的，対象地の概要，調査手法の概要を示す． 























































 1～3 章では，主に活動の事務局を務める NPO 西中国のメンバーや地域住民を中心に，
42 名にヒアリングを行なった（表 1，2）．対象者については，各章にて詳述する．ヒアリ

























































ヒアリング調査は，1 人 1～2 時間程度行い，その内容は IC レコーダーに録音した．一
部，録音がとれなかったものに関しては，筆記にて記録を行なった． 
 
表 1 ヒアリング対象者（自然館，NPO西中国関係者） 
 
 
対象者 所属 居住地 年齢 草原，里山，湿原との主なかかわり 関連する章



















D氏 NPO西中国事務局長 旧芸北町外 40代 ・霧ヶ谷湿原：湿原再生協議会のメンバーと
してのかかわり
3章






G氏 NPO西中国副理事長 旧芸北町外 ・霧ヶ谷湿原：湿原再生協議会のメンバーと
してのかかわり
4章

















表 2 ヒアリング対象者（地域住民，ボランティア） 
 




































































W氏 せどやま市場市場長 美和地区 ・せどやま：運営者としてのかかわり 2章






























AJ氏 オークガーデン社長 雄鹿原地区 ・せどやま：材の買取りを行なっている 2章
AK氏 八幡地区 90代 ・霧ヶ谷湿原：霧ヶ谷湿原を含む八幡地区内
の湿原の歴史について，もっともよく知る
3章
























 アンケート調査では，経済学の分析手法の 1 つであるコンジョイント分析を用いた．コ
ンジョイント分析とは，人々に環境の価値をたずねる表明選好法の 1 つであり，複数の環
境対策を提示し，その選好をたずねることで，人々の環境への価値を評価する方法である






























可能である．そのため，直交配列表を用いてプロファイル数を 16 に限定した．1 つの質問









 参与観察とは，人類学や社会学の分野で用いられる調査手法の 1 つであり，ある人間社
会について科学的理解を深めるために，調査者がその社会と自然な状況のもとで多面的で
比較的長期にわたる関係を確立し維持する過程を指す（Lofland and Lofland 1995）． 
















第 1 章 雲月山草原の山焼きを通してみる地域内の価値を用いた保全の仕組み 
 
1. はじめに 




















ヒアリング調査は，2012年 12月から 2014年 7月まで行なった．雲月地区住民 5名，元
























 雲月地区に居住する 167世帯に対し，アンケート調査を行った．質問項目は，序章 4-2節
に示すとおりである．2012 年 12 月に行なわれた常会に筆者が参加し，アンケートについ
て説明した後，各世帯の戸主に配布した．回収は郵送にて行った．配布数は 150通，回収数






















地域内ネットワーク 雲月地区内の友人数：5=10人以上, 4=7~9人, 3=4~6人, 2=1~3人, 1=0人












 標高 911.8mの雲月山は，広島県と島根県の県境に位置している．広島県側には 40ha強
の草原が広がり，島根県側はカラマツやスギなどが植林されている．草原には 330 種の維













































図 8 雲月山と雲月地区各集落の位置 
 
4. 結果 







































































































































M 氏によると，実行委員会を当初は 5～6 回集まり，話し合いをしたという．このときに，
火入れ面積や山を焼く時期について話し合われた．1960 年代ごろまでの山焼きでは，1 度

































































筆者が参加した 2013 年 3 月 15 日の実行委員会では，火入れをする範囲や順番，緊急時の




























































図 10 ボランティアの参加回数 
 
 
























































































































表 5 推定結果 
 













パラメータ 標準誤差 パラメータ 標準誤差 パラメータ 標準誤差
保全面積
保全面積割合 0.0135 0.0028 *** 0.0157 0.0027 *** 0.0161 0.0027 ***
保全面積割合×60歳以上 -0.0035 0.0005 *** -0.0024 0.0011 **
保全面積割合×地区T 0.0054 0.0023 ** 0.0073 0.0023 ***
意志決定主体
住民 0.1072 0.3090 0.0751 0.3186 0.4630 0.4770
住民×リーダー経験 -0.7189 0.3241 **
住民×地域内ネットワーク 0.1471 0.0570 **
住民×地域外ネットワーク -0.1256 0.1165
NPO 0.1932 0.2670 0.2453 0.2385 0.3383 0.4708
NPO×リーダー経験 -0.8752 0.2801 ***
NPO×地域内ネットワーク 0.2360 0.0867 ***
NPO×地域外ネットワーク -0.0290 0.1352
専門家 -0.2748 0.2165 -0.2171 0.2132 -0.1874 0.2862
専門家×リーダー経験 -0.1444 0.1222
専門家×専門家知り合い 0.3838 0.1423 ***
活用方法
学習・いやし 0.2493 0.0759 *** 0.2394 0.0829 *** 0.2137 0.0941 **
学習・いやし×教育歴 -0.5242 0.0776 ***
学習・いやし×子供（12歳以下） 0.8535 0.1217 ***
生息地保全 0.5606 0.2167 ** 0.6890 0.1883 *** 0.3181 0.2340
生息地保全×教育歴 0.7041 0.2253 ***
生息地保全×子供（12歳以下） 0.6822 0.3653 *
現状維持ダミー
現状維持 -0.9279 0.1830 *** -0.7487 0.1451 *** -0.5634 0.1786 ***
費用


























































































図 12 関係主体と雲月山とのかつてのかかわり 
 
 


























































































第 2 章 せどやま自然再生事業にみる地域内の価値を用いた保全の取組み 
 
1. はじめに 




















名，せどやま市場の運営者 2名，薪の購入者 2名を選定した（表 1,2）．調査は 2013年 6月















































































































図 16 せどやまと所有者のかつてのかかわり 
 
 

























































第 3 章 霧ヶ谷湿原での自然再生事業にみる新たな価値を用いた保全の仕組み 
 
1. はじめに 





































 八幡地区に居住する 157世帯を対象に，アンケート調査を行った．2012年 11月の区長・
班長会に筆者が参加し，アンケート調査の概要について区長，班長に説明したうえで，後日
開催された各班の常会に参加し，アンケート票を配布した．アンケート票は，2012年 12月
21日までに郵送にて回収した．配布数は 144通，回収数は 89通，回収率は 61.8%である． 

















































島県  命の環つなげる  八幡湿原自然再生事業～自然再生協議会～事業評価報告

























































































































































































































































表 9 推定結果 
 






パラメータ 標準誤差 パラメータ 標準誤差 パラメータ 標準誤差 パラメータ 標準誤差
保全面積
保全面積割合 0.017 0.001 *** 0.017 0.001 *** 0.018 0.001 *** 0.018 0.001 ***
担い手
行政 0.416 0.218 * -0.676 0.321 ** 0.585 0.200 *** -0.514 0.136 ***
行政×60歳 0.502 0.285 * 0.673 0.348 *
行政×連結型SC 0.800 0.357 ** 0.581 0.349 *
住民 -0.256 0.112 ** -0.999 0.556 * -0.213 0.109 * -1.082 0.389 ***
住民×60歳 0.143 0.407 0.253 0.397
住民×SC1 0.149 0.365 0.546 0.259 **
住民×SC2 -0.085 0.930 -0.260 1.075
住民×SC3 -0.643 0.303 ** -0.005 0.555
NPO -0.377 0.135 *** -1.237 0.417 *** -0.242 0.115 ** -1.108 0.576 *
NPO×60歳 0.238 0.273 0.245 0.727
NPO×SC1 0.054 0.134 0.171 0.279
NPO×SC2 -0.068 0.410 -0.571 0.569
NPO×SC3 0.190 0.406 0.712 0.530
専門家（基準） − − − − − − − −
専門家×60歳 -0.494 0.362 -0.494 0.205 **
専門家×知人 -0.364 0.751 -0.341 0.889
専門家×SC1 -0.755 0.402 * -0.438 0.293
専門家×SC2 -0.672 0.446 -0.958 0.682
専門家×SC3 -0.780 0.344 ** -0.188 0.226
活用方法
生息地保全 0.300 0.254 0.384 0.225 * -0.856 0.990 -0.869 0.744
生息地保全×SC1 0.396 0.370 0.389 0.539
生息地保全×SC2 0.608 0.560 0.884 0.285 ***
生息地保全×SC3 -0.398 0.748 -0.457 1.152
生息地保全×高所得 1.286 0.608 ** 1.272 0.553 **
生息地保全×高所得×SC1 -0.463 0.732 -0.483 0.815
生息地保全×高所得×SC2 -0.721 0.524 -0.547 0.390
生息地保全×高所得×SC3 0.331 1.281 0.186 1.314
生息地保全×60歳 0.726 0.521 0.536 0.692
洪水防止 0.194 0.183 0.207 0.169 0.053 0.286 -0.103 0.491
洪水防止×SC1 0.176 0.464 0.152 0.195
洪水防止×SC2 -0.370 1.365 0.036 1.069
洪水防止×SC3 -1.817 0.853 ** -1.788 1.218
洪水防止×高所得 -0.083 0.348 -0.067 0.408
洪水防止×高所得×SC1 -1.488 0.891 -1.549 0.730 **
洪水防止×高所得×SC2 0.885 1.196 0.998 1.257
洪水防止×高所得×SC3 1.342 0.744 * 1.138 0.989
洪水防止×60歳 0.087 0.113 0.037 0.572
洪水防止×農家 0.559 0.247 ** 0.574 0.262 **
観光 0.161 0.118 0.244 0.102 ** 0.810 0.622 0.800 0.548
観光×SC1 -0.361 0.561 -0.426 0.622
観光×SC2 0.353 1.328 0.578 1.619
観光×SC3 -0.505 0.843 -0.381 0.781
観光×高所得 -0.039 0.972 -0.063 1.039
観光×高所得×SC1 -0.055 1.341 -0.074 1.405
観光×高所得×SC2 -1.656 1.238 -1.573 1.440
観光×高所得×SC3 -0.152 1.406 -0.348 1.585
観光×60歳 -0.609 0.287 ** -0.848 0.356 **
学習（基準） − − − − − − − −
学習×SC1 -0.799 0.446 * -0.851 0.708
学習×SC2 0.933 0.415 ** 1.288 0.951
学習×SC3 -0.770 0.425 * -0.593 0.500
学習×高所得 -0.078 0.332 -0.101 0.301
学習×高所得×SC1 0.457 1.188 0.442 1.206
学習×高所得×SC2 -2.500 0.549 *** -2.515 0.493 ***
学習×高所得×SC3 0.538 0.716 0.327 0.636
学習×60歳 0.228 0.427 omitted
学習×15歳以下子供 0.719 0.793 0.615 0.855
現状維持ダミー
現状維持 -0.296 0.412 -1.334 0.316 *** -0.322 0.561 -1.275 0.407 ***
費用



































































































第 4 章 北広島町における協働活動の生起と継続の仕組み 
 
1. はじめに 










2-1. 自然館学芸員 A 氏へのヒアリング調査 
 活動のプロセスと活動の関係者のネットワーク構造を把握するため，自然館学芸員 A 氏




































 それぞれの活動について A氏との関連に着目しながら，以下に述べる． 
 
 
図 22 各活動の開始時期とかかわる主体 



























































































































































































グループ Aは 7つ，グループ Bは 2つのサブ・グループで構成されている．サブ・グル
ープ A-ⅰは北広島町行政，サブ・グループ A-ⅱは雲月地区住民，サブ・グループ A-ⅲは山
岳会，サブ・グループ A-ⅳは旧芸北町教育委員会，サブ・グループ A-ⅴは広島県行政，サ
ブ・グループ A-ⅵは在野の研究者，サブ・グループ A-ⅶは地域内の企業・組織によって構
成されている．サブ・グループ B-ⅰは広島大学の OB・OG，サブ・グループ B-ⅱは八幡地
区住民の属性を持つ関係者によって構成されている．それぞれのサブ・グループは，研究な
どのテーマ・コミュニティや地域コミュニティで構成されているといえる． 





























ってクラスター分析をした結果が図 26 である．日常的な関係の場合と同様に，図 26 でも
大きく 2 つのグループに分かれる．オフィシャルな関係では，日常的な関係がどのように
活かされているのか，それぞれの関係者がかかわっている活動とあわせて明らかにする． 









 グループ D は，それぞれの活動の実施者・支援者からなるグループである．グループ D


























図 26 オフィシャルな関係におけるクラスター分析の結果 
 
 
3-3. 地域住民からみた NPO 西中国の活動 








































至るまでの経緯は B 氏とは異なっている．B 氏にとって，旧芸北町の生物や生態系は「宝
物」であるが，C氏は「キャラメルのおまけのようなもの」と表現している． 





















































































































































































図 28 身体の配置からみた土地との関係 
 
2. 継続的な活動を行なうためのしくみと人材に関する提案 
2-1. 旧芸北町での A 氏の取組み 
1～4章から，旧芸北町で A氏が行なったことを整理する． 
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 第 4 章執筆にあたり，鳥取大学地域学部家中茂教授には，内容に関してアドバイスをい
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ただきました．厚く御礼申し上げます． 
 徳島大学工学部建設工学科生態系管理工学研究室のみなさまには，さまざまな面でサポ
ートをいただきました．とくに，4年生谷田圭佑くんにはせどやま事業に関するヒアリング
調査でお手伝いいただきました．岩佐春香事務補佐員，OB・OG であるグリーンフロント
研究所株式会社小串重治氏，株式会社ニタコンサルタント原田悦子氏には公私にわたりア
ドバイスをいただきました．みなさまに厚く御礼申し上げます． 
 本研究からは少し離れますが，在籍中に徳島の自然環境や生きものについての情報を発
信し，県民に広く知ってもらう取り組みとして「ひよこサイエンスカフェ」を始めました．
この取り組みは，生物多様性とくしま会議のみなさまのご支援により実現いたしました．サ
イエンスカフェを通して，とくしま会議に所属するみなさまの活動を知ることで，生態系保
全を進めるにあたっての課題や各団体の工夫等を学ぶことができました．ご支援くださっ
たみなさまに，厚く御礼申し上げます．とくに，エコー建設コンサルタント飯山直樹氏，
NPO法人徳島保全生物学研究会の稲飯幸代氏，徳島県自然環境戦略課土井伸一郎氏，徳島
大学工学部生態系管理工学研究室の朝波文香事務補佐員には，サイエンスカフェを進める
にあたってさまざまなご助言とサポートをいただきました．謹んで御礼申し上げます． 
 最後に，これまで支えてくれた両親，祖母，伯父，叔母に心より感謝いたします．とくに，
「何をやっているのかよくわからない」と言いつつも，いつも私の背中を押し，励まし，支
えてくれた母に感謝いたします． 
  
  
